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      滝沢進学塾     「志」通信
色の心理的効果で成績アップ！？

2020.9.30までの募集定員：中3(2名)・高3(2名)・小6(2名)・中2 (2名)・中1(1名)・小5(1名)・小4(1名)・高2(1名)・高1(1名)

【参考文献】 

「アオハル」 
https://ao-haru.jp/study/iro-syuutyuu-kotsu/ 

「STUDY HACKER」 
https://studyhacker.net/columns/color-studyroom 

「色彩の心理学」 
http://color-psychology.jp/k_study.html

色にはさまざまな心理的効果があります。 

それぞれの色の特徴や効果をうまく利用すれば、 

勉強に対して意欲的、効果的に取り組むことができ、成績がアップするかも…。 

ぜひ試してみてください。

・人を興奮させ、血圧や脈拍を上げるの 
　で勉強に集中できない。 
・赤は人に満足感を与えるので、勉強へ 
　の意欲を奪ってしまう。 
・時間の経過が早く感じるので、長時間 
　の勉強に向かない。

【赤色】 
興奮作用 
満足感

・有彩色の中では一番明るい色なので、 
　心を弾ませ楽しい気分にさせる。 
・黄色には記憶力をアップさせるという 
　効果がある。 
・傷ついた心を癒す力があるので、落ち 
　込んだときに元気づけてくれる。

【黄色】 
楽しい 

記憶力アップ

・ベージュや茶色には、効率をアップさ 
　せる効果がある。 
・やさしい色合いをしているので、緊張 
　をやわらげてリラックスできる。 
・適度に休憩を入れて脳を休みモードに 
　切り替えるのに役立つ。

【ベージュ・茶色】 
リラックス 
効率アップ

・青色には、心を冷静に落ち着かせる効 
　果がある。 
・青色があると、集中力が持続しやすく 
　なる効果が高い。 
・青色は集中力が増すので、青ペンで文 
　字を書くと、暗記しやすくなる。 

【青色】 
落ち着く 
暗記力アップ

【まとめ】 
　勉強するときは、赤色をなるべく
使わないほうが良いようです。逆に、
勉強への意欲を高めたいときは黄
色。勉強に集中したいときは青色。
休憩してリラックスするときはベー
ジュ・茶色が良いようです。 
　色を効果的に使うには、シャーペ
ンやマーカー、ペンケース、ノート
など、小物を利用するのが良いと思い
ます。 
　色にもちょっとこだわってみると
いうのも大切なことだと思います。


